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三
井
関
係
文
献
目
録
　
二
〇
二
一

〈
社
史
な
ど
〉

港
区
『
港
区
史
』
第
三
巻
：
通
史
編
　
近
世
　
下
　
二
〇
二
一
年
五
月

長
崎
巌
編
『
日
本
の
婚
礼
衣
装
：
寿
ぎ
の
き
も
の
』
東
京
美
術
　
二
〇

二
一
年
一
一
月
（
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
展
図
録
）

住
友
史
料
館
編
『
住
友
史
料
叢
書
　
別
子
銅
山
公
用
帳
　
一
二
番
・
一

三
番
』
思
文
閣
出
版
　
二
〇
二
一
年
一
月

住
友
史
料
館
編
『
住
友
史
料
叢
書
　
年
々
記
　
三
』
思
文
閣
出
版
　
二

〇
二
一
年
一
二
月

〈
単
行
本
〉

岩
橋
勝
編
『
貨
幣
の
統
合
と
多
様
性
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
』
晃
洋
書
房
　

二
〇
二
一
年
二
月

浜
中
秀
一
郎
『
史
料
で
読
む
日
本
の
金
融
』
き
ん
ざ
い
　
二
〇
二
一
年

二
月

白
鳥
圭
志
『
横
浜
正
金
銀
行
の
研
究
：
外
国
為
替
銀
行
の
経
営
組
織
構

築
』
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
二
一
年
二
月

大
牟
田
・
荒
尾
炭
鉱
の
ま
ち
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
、
福
岡
大
学
福
岡
・
東
ア

ジ
ア
・
地
域
共
生
研
究
所
、
大
牟
田
市
石
炭
産
業
科
学
館
編
『
三
池

炭
鉱
掘
り
出
し
物
語
Ⅲ
：
そ
れ
ぞ
れ
の
闘
い
の
記
憶
』
大
牟
田
・
荒

尾
炭
鉱
の
ま
ち
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
　
二
〇
二
一
年
三
月

下
谷
政
弘
『
い
わ
ゆ
る
財
閥
考
：
三
井
、
三
菱
、
そ
し
て
住
友
』
日
本

経
済
評
論
社
　
二
〇
二
一
年
五
月

丹
野
勲
『
日
本
の
国
際
経
営
の
歴
史
と
将
来
：
ア
ジ
ア
と
の
交
易
・
投

資
の
通
史
と
国
際
交
流
』
創
成
社
　
二
〇
二
一
年
五
月

光
澤
滋
朗
『
わ
が
国
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
成
立
』
晃
洋
書
房
、
二
〇
二

一
年
七
月

有
馬
学
・
石
瀧
豊
美
・
小
西
秀
隆
『
福
岡
県
の
近
現
代
』
山
川
出
版
社   

二
〇
二
一
年
八
月

沢
井
実
『
技
能
形
成
の
戦
後
史
：
工
場
と
学
校
を
む
す
ぶ
も
の
』
名
古

屋
大
学
出
版
会
　
二
〇
二
一
年
九
月

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
監
修
「
性
差
の
日
本
史
」
展
示
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

編
『
性
差 

（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
の
日
本
史
：
新
書
版
』
集
英
社
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
　
二
〇
二
一
年
一
〇
月

大
磯
町
郷
土
資
料
館
編
『
資
料
と
証
言
に
見
る
大
磯
と
戦
争
』
大
磯
町

郷
土
資
料
館
　
二
〇
二
一
年
一
〇
月

片
桐
芳
雄
『
評
伝
成
瀬
仁
蔵
：
女
子
高
等
教
育
か
ら
「
社
会
改
良
」

へ
』
発
行
日
本
女
子
大
学
　
発
売
風
間
書
房
　
二
〇
二
一
年
一
一
月

武
田
晴
人
編
『
高
成
長
期
日
本
の
産
業
発
展
』
東
京
大
学
出
版
会
　
二

〇
二
一
年
一
一
月

宇
佐
美
英
機
『
近
江
商
人
と
出
世
払
い
：
出
世
証
文
を
読
み
解
く
』
吉

川
弘
文
館
　
二
〇
二
一
年
一
二
月
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満
薗
勇
『
日
本
流
通
史
：
小
売
業
の
近
現
代
』
有
斐
閣
　
二
〇
二
一
年

一
二
月

平
井
健
介
・
島
西
智
輝
・
岸
田
真
編
『
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
日
本
経
済
史
：

徳
川
期
か
ら
安
定
成
長
期
ま
で
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
〇
二
一
年

一
二
月

工
藤
章
『
二
〇
世
紀
日
独
経
済
関
係
史
：
Ⅰ
　
国
際
定
位
』
日
本
経
済

評
論
社
　
二
〇
二
一
年
一
二
月

〈
論
文
・
近
世
〉

須
賀
博
樹
「
天
保
金
と
安
政
一
分
銀
の
引
替
騒
動
―
洋
銀
流
入
の
衝

撃
」
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
『
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物

館
紀
要
』
二
一
号
　
二
〇
二
一
年
二
月

安
永
麻
里
絵, G

am
ze Saygi, T

he D
igital U

rban E
xperience of 

a Lost C
ity U

sing M
ixed M

ethods to D
epict the H

istorical 

Street Life of E
do/T

okyo, International Journal for D
igital 

and P
ublic H

um
anities, vol. 2, 2, 2021.12

茂
木
陽
一
「
三
野
村
利
左
衛
門
と
三
井
組
育
児
方
に
つ
い
て
」
三
重
短

期
大
学
地
域
問
題
研
究
所
『
地
研
年
報
』
二
六
号
　
二
〇
二
一
年
一

二
月

下
向
井
紀
彦
「
三
井
越
後
屋
と
幕
末
の
流
行
病
」『
三
井
文
庫
論
叢
』

五
五
号
　
二
〇
二
一
年
一
二
月

萬
代
悠
「
三
井
大
坂
両
替
店
の
延
為
替
貸
付
―
法
制
史
と
経
済
史
の
接

合
の
試
み
―
」『
三
井
文
庫
論
叢
』
五
五
号
　
二
〇
二
一
年
一
二
月

〈
論
文
・
近
代
〉

橘
川
武
郎
「
日
本
の
電
力
業
を
形
作
っ
た
三
人
の
福
沢
諭
吉
門
下
生
：

福
沢
桃
介
・
松
永
安
左
エ
門
・
小
林
一
三
」
慶
應
義
塾
福
澤
研
究
セ

ン
タ
ー
『
近
代
日
本
研
究
』
三
七
号
　
二
〇
二
一
年
二
月

木
山
実
・
大
島
久
幸
「
戦
前
期
商
社
業
界
に
お
け
る
学
閥
形
成
」
慶
應

義
塾
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
『
近
代
日
本
研
究
』
三
七
号
　
二
〇
二
一

年
二
月

平
野
隆
「
創
成
期
百
貨
店
の
慶
應
義
塾
出
身
経
営
者
た
ち
」
慶
應
義
塾

福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
『
近
代
日
本
研
究
』
三
七
号
　
二
〇
二
一
年
二

月
三
科
仁
伸
「
戦
前
期
日
本
に
お
け
る
高
等
教
育
機
関
に
よ
る
実
業
界
へ

の
人
材
供
給
」
慶
應
義
塾
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
『
近
代
日
本
研
究
』

三
七
号
　
二
〇
二
一
年
二
月

清
水
憲
一
「
描
か
れ
た
一
〇
〇
年
前
の
田
川
鉱
業
所
と
田
川
―
斎
藤
五

百
枝
『
炭
坑
漫
画
』
⑴
」
田
川
市
石
炭
・
歴
史
博
物
館
『
田
川
市
石

炭
・
歴
史
博
物
館
館
報
』
一
四
号
　
二
〇
二
一
年
二
月

鹿
野
嘉
昭
「『
両
・
分
・
朱
』
の
世
界
か
ら
『
円
・
銭
・
厘
』
の
世
界

へ
」
大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
史
研
究
所
・『
経
済
史
研
究
』
編
集

委
員
会
『
経
済
史
研
究
』
二
四
号
　
二
〇
二
一
年
三
月

鎮
目
雅
人
「
日
本
銀
行
の
歴
史
を
中
心
に
」
大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
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史
研
究
所
・『
経
済
史
研
究
』
編
集
委
員
会
『
経
済
史
研
究
』
二
四

号
　
二
〇
二
一
年
三
月

田
中
裕
二
「
江
戸
の
名
所
三
井
越
後
屋
か
ら
東
京
の
名
所
三
越
呉
服
店

へ
の
転
換
」
静
岡
文
化
芸
術
大
学
『
静
岡
文
化
芸
術
大
学
紀
要
』
二

一
号
　
二
〇
二
一
年
三
月

井
上
さ
つ
き
「
一
九
二
〇
年
代
の
日
本
楽
器
製
造
（
現
ヤ
マ
ハ
）
に
つ

い
て
：
箕
輪
焉
三
郎
文
書
を
通
し
て
」
愛
知
県
立
芸
術
大
学
『
愛
知

県
立
芸
術
大
学
紀
要
』
五
〇
号
　
二
〇
二
一
年
三
月

永
谷
健
「
時
代
の
転
換
期
に
お
け
る
社
会
統
合
―
戦
前
期
財
閥
の
「
転

向
」
策
を
め
ぐ
っ
て
―
」
三
重
大
学
人
文
学
部
『
人
文
論
叢
：
三
重

大
学
人
文
学
部
文
化
学
科
研
究
紀
要
』
三
八
号
　
二
〇
二
一
年
三
月

岡
崎
哲
二
「
日
中
戦
争
期
に
お
け
る
財
閥
持
株
会
社
の
株
式
ポ
ー
ト
フ

ォ
リ
オ
と
投
資
収
益
率
：
三
菱
社
と
三
井
合
名
会
社
の
比
較
分
析
」

三
菱
経
済
研
究
所
『
三
菱
史
料
館
論
集
』
二
二
号
　
二
〇
二
一
年
三

月
玉
井
昭
次
「
筑
豊
炭
田
遺
跡
群
の
国
史
跡
指
定
に
つ
い
て
」
九
州
大
学

記
録
資
料
館
産
業
経
済
資
料
部
門
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』
二
〇
二

一
年
三
月

岩
本
葉
子
「
近
代
京
都
の
道
路
拡
築
事
業
と
町
」
中
川
理
・
空
想
か
ら

計
画
へ
編
集
委
員
会
編
『
空
想
か
ら
計
画
へ
：
近
代
都
市
に
埋
も
れ

た
夢
の
発
掘
』
思
文
閣
出
版
　
二
〇
二
一
年
三
月

大
島
久
幸
「
三
井
造
船
の
誕
生
～
川
村
貞
次
郎
と
川
村
造
船
所
～
」
公

山
陽
放
送
学
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
編
『
近
代
岡
山
　
殖
産

に
挑
ん
だ
人
々
１
』
吉
備
人
出
版
　
二
〇
二
一
年
四
月

中
西
聡
「
近
代
日
本
の
木
材
市
場
と
材
木
商
の
活
動
：
大
阪
・
名
古

屋
・
東
京
市
場
を
中
心
に
」
慶
應
義
塾
経
済
学
会
『
三
田
学
会
雑

誌
』
一
一
四
号
　
二
〇
二
一
年
七
月

足
立
壮
太
・
大
月
敏
雄
・
谷
口
尚
弘
・
安
武
敦
子
・
橋
本
泰
作
「
三
井

三
池
炭
鉱
に
お
け
る
炭
鉱
住
宅
の
建
設
過
程
に
関
す
る
研
究
」
日
本

建
築
学
会
『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
八
六
巻
七
八
八
号
　

二
〇
二
一
年
一
〇
月

平
井
岳
哉
「
第
二
次
大
戦
後
の
三
井
物
産
に
お
け
る
組
織
改
編
」
獨
協

大
学
経
済
学
部
『
獨
協
経
済
』
一
一
〇
号
　
二
〇
二
一
年
一
〇
月

田
嶋
信
雄
「
中
国
武
器
市
場
を
め
ぐ
る
日
独
関
係
」
熊
野
直
樹
・
田
嶋

信
雄
・
工
藤
章
編
『
ド
イ
ツ
＝
東
ア
ジ
ア
関
係
史
　
一
八
九
〇-

一

九
四
五
―
財
・
人
間
・
情
報
』
九
州
大
学
出
版
会
　
二
〇
二
一
年
一

二
月

春
日
豊
「
第
一
次
大
戦
後
不
況
期
の
三
池
炭
礦
経
営
と
労
務
管
理
―
万

田
騒
擾
の
衝
撃
と
『
全
三
池
争
議
』
の
前
提
―
」『
三
井
文
庫
論

叢
』
五
五
号
　
二
〇
二
一
年
一
二
月

鈴
木
邦
夫
「
三
井
物
産
の
為
替
リ
ス
ク
管
理
―
一
九
二
〇
年
代
～
一
九

三
〇
年
代
を
中
心
に
―
」『
三
井
文
庫
論
叢
』
五
五
号
　
二
〇
二
一

年
一
二
月

武
田
晴
人
「
同
族
会
社
認
定
と
所
得
税
負
担
」『
三
井
文
庫
論
叢
』
五
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五
号
　
二
〇
二
一
年
一
二
月

〈
そ
の
他
〉

山
口
紘
加
「
収
蔵
品
点
描
⑻
近
代
製
紙
関
係
資
料
（
文
書
・
図
面
）」

紙
の
博
物
館
『
百
万
塔
』
一
六
八
号
　
二
〇
二
一
年
二
月

加
藤
慶
一
郎
「
大
阪
蔵
屋
敷
に
関
す
る
研
究
文
献
・
資
料
に
つ
い
て
」

大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
『
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
紀

要
』
二
一
号
　
二
〇
二
一
年
三
月

大
豆
生
田
稔
「〔
資
料
紹
介
〕
三
井
物
産
大
連
支
店
の
小
麦
・
小
麦
粉

取
引
関
係
資
料
：
一
九
三
七
年
一
月
～
一
九
四
〇
年
一
月
の
『
旬

報
』、『
月
報
』」
東
洋
大
学
文
学
部
史
学
科
研
究
室
『
東
洋
大
学
文

学
部
紀
要
　
史
学
科
篇
』
四
六
号
　
二
〇
二
一
年
三
月

炭
鉱
電
車
保
存
会
編
『
炭
鉱
電
車
ミ
ニ
辞
典
』
大
牟
田
・
荒
尾
炭
鉱
の

ま
ち
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
　
二
〇
二
一
年
九
月

吉
川
容
・
大
島
久
幸
「
三
井
物
産
『
内
地
支
店
長
会
議
々
事
録
』（
明

治
三
三
年
）
第
三
回
・
第
四
回
」『
三
井
文
庫
論
叢
』
五
五
号
　
二

〇
二
一
年
一
二
月

〈
補
遺
〉

杉
田
敬
一
『
一
商
社
財
務
マ
ン
の
戦
後
外
為
・
貿
易
史
』
三
井
物
産
戦

略
研
究
所
　
二
〇
〇
〇
年
三
月

北
泉
寮
保
存
会
『
四
季
北
泉
寮
』
啓
明
学
園
　
二
〇
〇
三
年
四
月

沢
井
実
『
見
え
な
い
産
業
：
酸
素
が
支
え
た
日
本
の
工
業
化
』
名
古
屋

大
学
出
版
会
　
二
〇
一
七
年
六
月

大
牟
田
・
荒
尾
炭
鉱
の
ま
ち
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
・
福
岡
大
学
福
岡
・
東
ア

ジ
ア
・
地
域
共
生
研
究
所
・
大
牟
田
市
石
炭
産
業
科
学
館
編
『
三
池

炭
鉱
掘
り
出
し
物
語
Ⅰ
：
六
人
が
語
る
炭
鉱
の
記
憶
』
大
牟
田
・
荒

尾
炭
鉱
の
ま
ち
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
　
二
〇
一
九
年
三
月

大
牟
田
・
荒
尾
炭
鉱
の
ま
ち
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
・
福
岡
大
学
福
岡
・
東
ア

ジ
ア
・
地
域
共
生
研
究
所
・
大
牟
田
市
石
炭
産
業
科
学
館
編
『
三
池

炭
鉱
掘
り
出
し
物
語
Ⅱ
：
地
下
の
世
界
と
慰
霊
の
記
憶
』
大
牟
田
・

荒
尾
炭
鉱
の
ま
ち
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
　
二
〇
二
〇
年
三
月

大
牟
田
・
荒
尾
炭
鉱
の
ま
ち
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
・
福
岡
大
学
福
岡
・
東
ア

ジ
ア
・
地
域
共
生
研
究
所
・
大
牟
田
市
石
炭
産
業
科
学
館
編
『
三
池

炭
鉱
と
坑
内
馬
』
大
牟
田
・
荒
尾
炭
鉱
の
ま
ち
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
（
出

版
年
月
不
明
）

三
川
坑
に
慰
霊
碑
を
建
て
る
会
『
三
川
坑
を
語
り
伝
え
る
：
炭
塵
爆
発

編
』
三
川
坑
に
慰
霊
碑
を
建
て
る
会
　
二
〇
二
〇
年
一
一
月


